
  

 

創立 50周年記念事業の一環として建設された講堂兼
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進
修
報
国
団 

  
 ｢

進
修
会｣

の
主
な
活
動
は
、
会
報
『
進
修
』

の
発
行
、
陸
上
運
動
会
・
水
上
運
動
会
の
開
催

で
し
た
が
、
水
上
運
動
会
は
、
土
浦
港
の
護
岸

工
事
の
た
め
、

1934

［
昭
和
９
］
年
を
最
後
に
実

施
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
日
中
戦
争

の
拡
大
、
日
米
関
係
の
悪
化
に
伴
い
、
文
部
省

は
1941

年
８
月
、｢

学
校
報
国
団
ノ
体
制
確
立
方｣

の
訓
令
を
発
し
、
学
校
毎
に
、
学
校
報
国
団
を

組
織
し
、
軍
事
的
要
請
に
従
っ
て
学
徒
を
労
務

に
動
員
し
得
る
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。 

土
浦
中
学
で
は
、
訓
令
に
先
ん
じ
て
同
年
５

月
、｢

進
修
会｣

が｢

土
浦
中
学
校
進
修
報
国
団｣

に
改
組
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
部
で
あ
っ
た
野
球

部
・
水
泳
部
・
剣
道
部
な
ど
が
班
と
な
り
、
新

た
に
設
立
さ
れ
た
滑
空
班
・
修
錬
班
・
研
究
班

な
ど
と
と
も
に
、
統
括
組
織
と
し
て
設
け
ら
れ

た
総
務
部
・
鍛
錬
部
・
国
防
部
・
学
芸
部
・
生

活
部
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
団

長
に
は
校
長
が
就
き
、
従
来
の
部
顧
問
教
師
が

班
長
と
な
っ
て
、
生
徒
役
員
は
校
長
が
任
命
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

県
学
務
課
内
に
は
、
本
部
に
当
た
る｢
茨
城

県
中
等
学
校
報
国
団(

団
長
に
は
県
知
事
が
就

任
し
た)

｣

が
置
か
れ
、
部
活
動
は
、
中
堅
皇
国

民
生
徒
の
錬
成
の
た
め
の
場
と
な
り
、
銃
後
青

少
年
学
徒
へ
の
指
導
の
一
層
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
更
に
、
同
年
10

月
に
は｢

進
修
報

国
隊｣

も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
徒

に
も
臨
戦
態
勢
が
い
よ
い
よ
求
め
ら
れ
た
結

果
で
あ
り
、
学
校
教
育
全
体
が
、｢

防
衛
訓
練｣

の
名
の
下
に
軍
隊
化
し
て
い
く
も
の
で
し
た
。

校
長
が
隊
長
で
、
学
校
全
体
が
大
隊
・
中
隊
・

小
隊
に
区
分
さ
れ
、
隊
長
の
命
令
一
下
、
全
生

徒
が
即
座
に
各
自
の
部
署
に
就
け
る
よ
う
に

統
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
年
・
学

級
を
超
え
た
通
学
地
域
毎
に
一
隊
を
構
成
し

た
実
践
的
な
組
織
も
創
ら
れ
、
勤
労
動
員
や
軍

事
訓
練
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
悪
化
に
伴
い
、

1943

年
６
月
に
は｢

学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要

綱｣

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
学
徒
の
勤
労
動
員
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
学
徒
た
ち
は
、
鉛
筆
や
ペ

ン
を
鋤
や
ハ
ン
マ
ー
に
代
え
て
、
低
学
年
は
農

村
に
、
高
学
年
は
軍
需
工
場
に
動
員
さ
れ
、
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に

1944

年
２
月
に
は
、

｢

決
戦
非
常
措
置
要
綱｣

が
決
定
さ
れ
、
学
徒
の

通
年
動
員
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
土
浦
中
学

で
も
同
年
７
月
か
ら
、
４
年
生
が
第
一
海
軍
航

空
廠
へ
、
５
年
生
が
東
京
電
機
製
造
と
中
村
鉄

工
所
へ
通
年
動
員
と
な
り
、

1945

年
１
月
か
ら
は
、

３
年
生
が
、
同
年
３
月
か
ら
は
２
年
生
が
、
そ

れ
ぞ
れ
第
一
海
軍
航
空
廠
へ
通
年
動
員
と
な

り
、
同
年
６
月
か
ら
は
、
新
２
年
生
も
同
所
で

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
残
っ
た
新

１
年
生
も
、
７
月
か
ら
通
年
動
員
と
な
り
、
近

隣
の
農
家
で
農
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、

1945

年
８
月
15

日
の
終
戦
に
よ
り
、

報
国
団
は
消
滅
。
生
徒
た
ち
は
、
動
員
先
か
ら

学
校
へ
戻
っ
た
も
の
の
、
茫
然
自
失
の
状
態
で

し
た
。 

 
旧
制
中
学
か
ら
新
制
高
校
へ 

 
 

物
資
不
足
の
中
で
も
授
業
が
始
ま
る
と
、
生

徒
た
ち
は
徐
々
に
虚
脱
状
態
か
ら
脱
し
て
、
活

動
を
再
開
し
ま
し
た
。 

 

1946

年
３
月
30

日
に
校
長
に
就
任
し
た
今
宮

千
勝
は
、
５
月
１
日
に
学
校
教
育
方
針｢

自

主
・
協
同
・
責
任｣

に
つ
い
て
指
示
し
、
教
職

員
の
自
治
会
係
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
２
日

に
は
最
初
の
組
長
会
議
を
開
き
、
生
徒
の
自
治

精
神
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果

で
し
ょ
う
か
、
戦
後
の
混
乱
は
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
10

月
に
は
、
生
徒
た
ち
の
手
で
秋
季
大

運
動
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

11

月
３

日
、
日
本
国

憲
法
発
布

に
合
わ
せ

て
、
新
校
訓

｢

自
主
・
協

同
・
責
任｣

が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

同
時
に
自

治
会
が
発

足
し
、
12

月

３
日
に
は
、

全
校
各
学

級
自
治
会

が
開
催
さ

れ
、
新
校
訓
に
沿
っ
た
民
主
教
育
の
実
現
が
図

ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

1947

年
４
月
１
日
、
新
制
中
学
発
足
に
合
わ
せ 

て
、
土
浦
中
学
に
は
、
併
設
中
学
校(

新
制
中

学
校)

が
設
け
ら
れ
、

1945

年
入
学
生
が
併
設
中

３
年
生
、

1946

年
入
学
生
が
２
年
生
と
な
り
ま
し

た
。 11

月
２
日
に
は
、土
浦
中
学
創
立
50

周
年
記 

念
式
典
と
講
堂
兼
体
育
館
の
落
成
式
と
が
挙

行
さ
れ
、
３
日
に
50

周
年
祝
典
記
念
運
動
会
が
、

５
日
に
日
本
交
響
楽
団
演
奏
会
と
文
学
座
に

よ
る
『
我
が
町
』
の
公
演
と
が
行
わ
れ
、
祝
賀

行
事
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。 
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号 
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号 進修会から生徒会へ        
 1941［昭和 16］年５月、｢進修会｣は、｢土浦中学校進修報国団｣に改組
されましたが、1945 年８月 15 日の終戦により、報国団は消滅し、｢進修
会｣が復活しました。しかし、1948 年４月、土浦第一高等学校の発足によ
り、｢進修会｣はその歴史の幕を閉じ、新たに｢生徒会｣が創られました。今
号では、｢進修報国団｣･｢進修会｣から｢生徒会｣への変遷を辿っていきます。 
 引用文中の旧字体は新字体に改めました。 
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終
戦
直
後
の
土
浦
中
学
生
の
自
治
活
動
は
、 

高
３
回
岩
﨑
孝
志
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
状 

況
で
し
た
。 

 
｢

…
…
。
生
徒
に
よ
る
自
治
組
織
め
い
た
も

の
は
す
ぐ
に
は
発
足
し
な
か
っ
た
が
、
全
校
的

な
問
題
に
な
る
と
、
組
長
会
議
で
生
徒
の
意
見

が
求
め
ら
れ
た
。
組
長(
い
わ
ゆ
る
級
長)

は
各

ク
ラ
ス
で
二
名
、
ま
だ
成
績
順
の
任
命
制
だ
っ

た
。
一
年
か
ら
四
年
ま
で
(注)

が
も
ち
ろ
ん
一
緒

で
、
発
言
の
大
半
は
四
年
生
か
ら
だ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
映
画
館
・
飲
食
店
へ

の
出
入
り
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
教
師
側
と
生
徒
側
と
が
か
な
り
激
論

に
な
っ
た
。
か
な
り
自
由
主
義
的
と
思
っ
て
い

た
先
生
か
ら
『
雰
囲
気
云
々
』
の
発
言
が
あ
っ

た
り
、
陸
士
【
陸
軍
士
官
学
校
】
帰
り
の
生
徒
か

ら
硬
派
の
意
見
が
出
た
り
し
た
が
、
映
画
館
も

飲
食
店
も
出
入
り
自
由
に
な
っ
た
。
…
…
。｣

(

1997

［
平
成
９
］
年
刊
『
進
修
百
年
』｢

旧
制
中

学
か
ら
新
制
高
校
へ｣

) 

 

部
活
動
で
は
、
野
球
部
・
卓
球
部
が

1945

年
中

に
活
動
を
再
開
し
、
そ
の
後
、

1947･

1948

年
に
掛

け
て
、
各
部
が
次
々
と
名
乗
り
を
上
げ
、
活
動

を
始
め
ま
し
た
。 

 

(注)

一
年
か
ら
四
年
ま
で 

 

1945

年
３
月
に
、
４
年
生(

中
45

回)

が
繰
り
上
げ
卒
業

と
な
っ
た
た
め
、
1945

年
度
に
は
５
年
生
は
存
在
し
な
か
っ

た
。 

 
  土

浦
一
高
生
徒
会
発
足 

  

1948

年
４
月
１
日
、
茨
城
県
立
土
浦
第
一
高
等

学
校
が
発
足
し
ま
し
た
。
全
日
制
・
定
時
制
・

通
信
制
に
加
え
て
、
併
設
中
学(

高
４
回
と
な

る
３
年
生
が
在
籍)

も
存
続
し
て
い
ま
し
た
。 

 

同
年
５
月
、
土
浦
一
高
自
治(

委
員)

会
が
、

各
学
級
自
治
会
を
基
盤
に
成
立
し
ま
し
た
。
高

３
回
岩
﨑
孝
志
は
、
前
書
の｢

旧
制
中
学
か
ら

新
制
高
校
へ｣

で
、
そ
の
状
況
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
。
組
長
は
間
も
な
く
選
挙
制
に
な
っ

た
が
、
生
徒
会
が
比
較
的
整
然
と
し
た
組
織
・

運
営
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
新
制
高
校

に
な
っ
た
昭
和
二
十
三
年
度
か
ら
で
あ
る
。
準

備
委
員
会
に
よ
っ
て
、
数
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
詳

細
な
組
織
・
規
約
が
提
案
さ
れ
た
が
ク
ラ
ス
討

議
で
い
っ
た
ん
ひ
っ
く
り
返
り
、
い
く
ぶ
ん
簡

素
な
も
の
に
な
っ
た
。
代
議
員
に
よ
る
会
長
そ

の
他
の
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
そ
れ
以
降
で
あ
る
。
…
…
。｣ 

 
９
月
４
日
の
教
務
日
誌
の
記
録
に
は
、 

｢
昼
休
み
、
授
業
料
値
上
げ
問
題
に
つ
き
、
生

徒
大
会
あ
り
、
終
わ
っ
て
、
荒
川
、
新
橋
、
郡

司
等
数
名
、
校
長
と
会
談
、
同
問
題
に
つ
き
質

疑
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
治
会
は
荒
川
委
員
長

を
中
心
に
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。
や
が
て
、
こ
の
授
業
料
値
上
げ
反
対
運
動

は
、
県
議
会
へ
の
陳
情
に
ま
で
発
展
し
て
い
き
、

更
に
、
新
制
高
校
の
自
治
連
合
会
結
成
も
着
々

と
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

11

月
４
日
に
文
化
祭
が
、
５
日
に
は
運
動
会

が
開
催
さ
れ
、
以
後
、｢

文
化
祭｣

と｢

体
育
祭｣

と
を
３
日
間
に
亙
り
実
施
す
る
方
式
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
。 

 

年
が
明
け
て
、

1949

年
１
月
に
は
、｢

全
校
マ

ラ
ソ
ン｣

が
再
開
さ
れ
、

1960

［
昭
和
35

］
年
ま

で
は
１
月
14

日
、
そ
の
後
は
12

月
23

日
が
恒

例
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
学
校
か
ら
藤
沢

八
坂
神
社
間
往
復
約
12

㎞
、

1957

年
か
ら
は
、
学

校
か
ら
神
立
駅
前
間
往
復
約
11

㎞
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
周
辺
の
交
通

事
情
が
悪
化
し
、

1967

・
1968

年
に
は
、
神
立
工
業

団
地
の
タ
キ
ロ
ン
工
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
用

し
て
、
旧
出
島
村(

現
か
す
み
が
う
ら
市)

方
面

周
回
約
８
㎞
で
の
実
施
と
な
り
、

1968

年
を
最
後

に
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
翌
年
か
ら

は｢

歩
く
会｣

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 
｢

学
校
・
神
立
駅
前
間
往
復
コ
ー
ス｣

最
後
の

年
と
な
っ
た

1966

年
、
３
年
生
竹
井
茂
雄(

高
19

回)

は
、
筑
波
山
神
社
近
く
の
自
宅
か
ら
麓
の

中
学
校
へ
の
往
復
な
ど
で
鍛
え
た
健
脚
を
示

す
最
後
の
機
会
、
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

神
立
駅
前
で
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
誘
い
に

も
乗
ら
ず
、
第
２
集
団
に
食
ら
い
付
い
て
い
ま

し
た
が
、
真
鍋
坂
下
十
字
路
の
立
哨
員
・
樫
村

昌
男
先
生(

国
語 

在
職

1960

年
～

1967

年)

か
ら
、

古
文
の
授
業
中
と
全
く
同
じ
の
、
極
め
て
紳
士

的
な
穏
や
か
な
調
子
で
、｢

こ
こ
か
ら
が
心
臓

破
り
の
坂
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ー

ル
は
直
ぐ
そ
こ
で
す
。｣

と
掛
け
ら
れ
た
声
が

耳
に
入
り
、
何
故
か
力
が
抜
け
、
気
持
ち
と
は

裏
腹
に
ガ
ク
ン
と
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
正
門

(

現
旧
正
門)

ま
で
も
さ
え
と
て
も
遠
く
感
じ

ま
し
た
。｢

も
う
チ
ョ
イ
だ
！
ガ
ン
バ
レ
ッ
！｣

と
い
っ
た
檄
で
は
な
い
の
が
、
樫
村
先
生
な
ん

で
す
。
先
生
は
、
ど
ん
な
質
問
に
も
、｢

好
い

質
問
で
す
よ
。｣

と
言
い
な
が
ら
、
特
に
助
動

詞
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
徒
が

納
得
す
る
ま
で
、
い
ろ
ん
な
用
例
を
板
書
し
、

丁
寧
に
説
明
を
繰
り
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

｢

ほ
ぼ
60

年
前
の
、
古
く
も
好
い
想
い
出
で

す
。｣

が
、
竹
井
の
述
懐
で
す
。 

 

1949

年
３
月
発
行
の
『
進
修
復
刊
第
１
号
』
に

は
、
土
浦
一
高
が
発
足
し
た

1948

年
の｢

進
修
会｣

各
部
の
記
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

旧
制
土
浦
中
学
か
ら
の
部
が
、
弁
論
部
・
文

芸
部
・
水
泳
部
・
野
球
部
・
庭
球
部
・(

陸
上)

競
技
部
・
籠
球
部
の
７
部
、
新
た
に
発
足
し
た

部
が
、
演
劇
部
・
美
術
部
・
科
学
第
一
部(

生

物
部)

・
科
学
第
二
部(

物
理
部)

・
映
画
部
・

郷
土
研
究
部
・
排
球(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル)

部
・
卓

球
部
・
送
球(

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

部
の
９
部
、
計

16

部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
排
球
部
は
、
国
民
体
育
大
会
県

予
選
決
勝
で
、
水
戸
商
業
高
校
を
２
対
１
で
破

り
、
福
岡
国
体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
同
国
体

で
は
、
２
回
戦
で
三
重
伊
賀
神
戸
商
業(

正
し

く
は
「
三
重
県
神
戸
高
等
学
校
」
。
現
三
重
県

立
神
戸
高
等
学
校)

に
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
本

校
初
の
国
体
出
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
弓
道
部
・
剣
道
部
・
柔
道
部
は
、

1945

年
のG

H
Q

の｢

武
道
禁
止
令｣

に
よ
り
、
学
校

で
の
武
道
教
育
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

各
校
の
自
治
会
は
、
授
業
料
値
上
げ
反
対
運

動
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

1949

年
６
月
、
県
教
育
委
員
会
よ
り｢

公
立
学
校

に
お
け
る
政
治
活
動
に
関
す
る
政
策｣

と
い
う

通
牒
が
発
令
さ
れ
、
生
徒
自
治
会
に
対
す
る
校

長
の
監
督
・
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、｢

生
徒
自
治
会｣

の
名
称
も
、｢

生
徒

会｣

と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

 

土
浦
一
高
生
徒
会
は
、

1949

年
７
月
５
日
の
生

徒
総
会
で
、｢

生
徒
会
会
則｣

を
決
定
し
、
９
月

13

日
、
大
久
保
会
長
以
下
の
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
そ
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
こ
こ
に
、

旧
制
土
浦
中
学
以
来
の｢

進
修
会｣

は
、
53

年
間

に
亙
る
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 


